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平成28年度「ほっかいどうチャレンジテスト」前年度サポート問題（第１回）

小学校第６学年

算数 解答（児童用）
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分母のちがう分数のたし算、ひき
算は、通分してから計算します。

１辺が10ｍの正方形の面積を１アールといい、
１aと書きます。

１辺が100ｍの正方形の面積を１ヘクタールと
いい、１haと書きます。

５割は０.５だから、８００×０.５=４００となります。

８０％は０.８だから、２００×０.８=１６０となります。

１２０％は１.２だから、５０×１.２=６０となります。
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10 （例）

六角形は、１つの頂点から対角線をかくと、４つの三角

形に分けられます。

三角形の角の大きさの和は１８０°なので、六角形の角

の大きさの和は、１８０×４で求めることができます。
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「対角線」という用語を使い、１つの頂点から対角線をかくと、４つ
の三角形に分けられることと、三角形の角の大きさの和は180°である
ことを使って分かりやすく考え方を説明できていれば正解です。

辺アエの長さは、直径４cmの円の円周部分と同じになります。円
周の長さは、（直径）×（円周率）で求めることができます。

１は、台形の面積の公式を使って、
２は、台形を三角形２つと長方形に分けて考えます。
３は、長方形から三角形２つ分をひいて考えます。

辺アイの長さは、円柱の高さにな
るので６cmとなります。

１週間は７日なので、
（１８＋２０＋１６＋１８＋２１＋２４＋２３）÷７=２０

１日に節約する水の量は３０％なので、
２０×０.３=６（L）
１週間分なので
６×７=４２（L)

○ 横に補助線を引き、上下に立体を分けて考えると、
５×１７×６＋５×（１７－８）×４=６９０

○ 縦に補助線を引き、左右に立体を分けて考えると、
５×８×６＋５×（１７－８）×（６＋４）=６９０

○ 欠けている部分を全体から引くと、
５×１７×（４＋６）－５×８×４＝６９０


